
新型コロナウィルス感染症対応 HMCCガイドライン 
 

 過日、一般社団法人日本オートキャンプ協会より「オートキャンプを楽しむための新型

コロナウイルス対応ガイドライン」が発表されました。 

協会のガイドラインを受けて、ＨＭＣＣキャンプ実態に沿うように役員・運営委員の意見

を採り入れたガイドラインを作成いたしましたので、例会キャンプ・お誘いキャンプで徹

底し、感染者を出さない・もらわないようにしましょう。 

 

一般社団法人 日本オートキャンプ協会 ガイドライン（第 2版） 

 政府は 7月 22日に観光需要喚起策「Go Toキャンペーン」を開始しました。コロナウ

イルス感染拡大防止策と経済活動を両立させていくという基本方針に沿ったものです。 

今後コロナ感染のリスクがゼロになることはなく、レジャーにおいても常に感染リスクを

念頭において活動することが求められます。広い屋外で個人や家族でゆっくりと時間を過

ごすオートキャンプは基本的に安全で健康的なレジャーです。しかしキャンプ場から感染

者を出さないためには、キャンパー一人一人が感染防止を心掛けることが欠かせません。  

 また、キャンプ場が講じる感染防止策に積極的に協力することも大切です。日本オート

キャンプ協会は、去る５月 25 日に緊急事態宣言が全面解除されたことを受けてキャンプ

場とキャンパーが講じるべき対策をガイドラインとしてまとめました。このたび「Go To

キャンペーン」が開始されたのを機に、改めてキャンパーが取るべき感染防止策を発表す

ることにしました。基本的な指針として活用してください。 

 

キャンパーが取るべき感染防止策 
１、県境をまたぐ移動については、キャンプ場のある自治体の指示に従う。 

２、食材や消耗品などの購入は、地域住民との接触を極力避けるため、できるだけ自宅周 

 辺で済ませる。 

３、出発前に検温などを行い健康状態をチェックする。 

 決して無理をすることのないよう、また大丈夫だろうと過信しがちなお子さんの体調も 

 しっかりと確認しておきましょう。「体温計を携帯し日々の体温管理を励行する」 

 キャンプ場によっては受付時に全員の体温を確認したり、受付シートに体調のチェック 

 シートがあるところもありますが、自分自身で管理することが大切です。 

４、キャンプ場に到着する途中（サービスエリア、観光施設など）でも 3密状態(密閉・ 

  密集・密接)を避けるようにする。 

５、キャンプ場は日常生活を共にしているメンバーで利用する。 

６、キャンプ場のチェックインは代表者一人が行う。 

７、キャンプ場では運営者の指示に従い、感染防止に積極的に協力する。 

８、管理棟、炊事場、トイレなどの屋内施設では３密状態を避けるようにする。 

９、マスクを持参し、他人との距離を十分取れない恐れがある場合に着用する。マスク 

  着用時は熱中症リスクに注意する。 

１０、消毒用アルコールは引火の危険があるので、特に子供は消毒直後に火に近づかない 

  よう注意する。高温になる車内には保管しない。 

密集、密接を避けるために、現時点でキャンプを楽しむのはグループキャンプやソロキャ

ンパーの集いではなく、家族や身内に限るのをおすすめします。人数が多くなるほど、ど

うしても密になったり、不要な接触をしてしまいますので…。もちろん楽しいのはよく知

っています。けれど、いまだけはどうかグッと我慢を。どうでしょうか？ 
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● おすすめはマイ消毒液とマイ石けん 

共有施設ではマスクを必ず着用し、他人と十分な距離を確保しましょう。特に、炊事場や

シャワーは使用する時間が集中しがちなのでゆずりあって利用しましょう。また、炊事場

では洗い物のほかに、顔を洗ったり歯を磨いたりします。うがいの吐き出しは思った以上

に飛沫します（一度、色の付いたうがい薬を口に含んではきだした経験のある方はご存じ

かと思います）。うがいをした後は、シンクをまんべんなく洗い流しましょう。この際、食

器やライト、手ぬぐいなど各自で専用の道具を用意してみてはいかがでしょうか。共有す

るよりも衛生的ですし、お子さんにも親任せにすることなく、自分で管理する大切さを覚

えさせるのにいい機会かもしれません。窮屈に思えるウィズコロナ時代のキャンプですが、

キャンプを通して成長するチャンスかもしれません。 

 

HMCCから感染者を出さない＆もらわないを心がけましょう。 
●会場に到着したら、幹事は例会参加者名簿に基づき検温・チェック項目を確認する。 

（名簿は 1か月間幹事が保管） 

 検温時体温が 37℃以上認められたら、例会には参加できない。 

●手・指は消毒用アルコール等で適時消毒をする。 

●大型ドームテントの使用を出来れば控える。 

 やむを得ずドームテントを設営した場合は、必ず常時換気するように開けておく。 

●対面での飲食とならないよう席の位置を工夫する。（向かい合って座らない） 

●座席は最低 1m（できるだけ 2m を目安に）の間隔を開けて配置する。 

●テーブル、椅子の消毒を定期的に行い、他家族との相席は避ける。（基本は家族身内単位） 

●大皿盛付けは避けて、料理は個々に用意する。 

●出来るだけふきんなどは使用せず、使い捨てペーパータオルを利用する。 

●ごみ等の処理は手袋・マスクを着用してビニール袋等に密封し、必ず各自が適切に処分。 
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ハンドメイドキャンピングカークラブ

氏　名 山田　京一 住　所 江戸川区西瑞江3-24

連絡先 090-3087-2891

入場時間 ： 退場時間 ：

記入例：八街工房

37度以上の熱ま
たは平熱を1度
超過が無い

息苦しさ・強いだ
るさの症状が無
い

咳・咽頭炎など
の症状が無い

過去2週間以内
に感染が引き続
き拡大している
国・地域への渡
航歴が無い

例） ☑ ☑ ☑ ☑

1 □ □ □ □

2 □ □ □ □

3 □ □ □ □

4 □ □ □ □

5 □ □ □ □

6 □ □ □ □

7 □ □ □ □

8 □ □ □ □

9 □ □ □ □

10 □ □ □ □

11 □ □ □ □

12 □ □ □ □

13 □ □ □ □

14 □ □ □ □

15 □ □ □ □

16 □ □ □ □

※記載していただいた個人情報は、個人情報保護条例を遵守し、新型コロナウイルス感染拡大防止に
利用させていただきますのでご了承ください。なお、疫学調査の観点から1か月保存の上、廃棄します。

№ 氏　名 連絡先

チェック項目（施設の利用にはすべての項目の該当が必要です）

HMCC　太郎 090-****-****

■新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴う例会参加者名簿

団体名

代表者

利用日 令和　　　年　　　月　　　日から　　　　日

利用施設名


